
令和年月日 水曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
一
月
七
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
二
丁
目
一
番
二

五
〇
八
号

合
同
会
社
華

代
表
社
員

小
泉

舞
華

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
一
月
七
日

広
島
県
福
山
市
加
茂
町
大
字
下
加
茂
一
〇
二
番
地

四
七

合
同
会
社
Ｉ
ｎ

ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

代
表
社
員

安
原

正
治

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
百
一
万
円
減
少
し
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
一
月
七
日

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
丁
目
一
一

四
Ｆ
Ｐ
Ｇ
リ

ン
ク
ス
神
南
五
階

株
式
会
社
ノ
ー
ス
ネ
ス
ト

代
表
取
締
役

王

家
豪

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
五
万
円
減
少
し
二
百
五
十

五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
一
月
七
日

大
阪
市
浪
速
区
桜
川
一
丁
目
一
番
三
〇
号
コ
ー
ポ

原
二
〇
五
号
室

合
同
会
社
太
郎
本
舗

代
表
社
員

柿
木

央
久

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
五
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
一
月
七
日

兵
庫
県
芦
屋
市
若
葉
町
五
番
二

一
一
二
三
号

有
限
会
社
ア
シ
ヤ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

濵
口

利
和

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る

株
式
会
社
大
倉
屋
（
本
店
・
愛
知
県
碧
南
市
塩
浜
町
七
丁

目
九
三
番
地
）
と
の
株
式
交
換
に
よ
り
資
本
準
備
金
の
額

が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
増
加
額
全
額
を

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
一
月
七
日

愛
知
県
碧
南
市
塩
浜
町
七
丁
目
九
三
番
地

株
式
会
社
お
く
ら

代
表
取
締
役

倉
田

晋
矢

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
一
月
七
日

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
長
倉
二
一
四
八

番
地

株
式
会
社
明
日
香
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

的
場

健
生

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
一
月
二
十
三
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
十
八
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
令

和
八
年
三
月
開
催
予
定
の
第
二
期
定
時
株
主
総
会
に
お
け

る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

令
和
八
年
一
月
七
日

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
四
丁
目
一
番
一
号
日
本

生
命
札
幌
ビ
ル
一
四
階

株
式
会
社
ゼ
ノ
ラ
ボ

代
表
取
締
役

金

容
雨

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
一
月
七
日

岩
手
県
盛
岡
市
高
松
二
丁
目
三
五
番
二
八
号

株
式
会
社
エ
ヌ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

田
口

敬
芳

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
二
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
一
月
七
日

横
浜
市
都
筑
区
川
向
町
一
一
五
八
番
一

横
浜
伸
銅
株
式
会
社

代
表
取
締
役

権
田
有
紀
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
係
る
事
項
の
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
二
日
予
定
の
取
締
役
の

決
定
に
先
立
ち
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
各
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
目
的

当
社
が
利
用
可
能
な
資
金
を
も
っ
て
優
先
出
資
社
員

に
早
期
に
投
下
資
本
回
収
の
機
会
を
与
え
る
た
め
。

二
、
各
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
要
件

特
定
資
産
た
る
不
動
産
の
減
価
償
却
費
、
特
定
資
産

の
売
却
又
は
消
費
税
の
還
付
そ
の
他
に
よ
り
生
じ
た
本

特
定
目
的
会
社
が
利
用
可
能
な
余
裕
金（「
現
金
余
裕

金
」
と
総
称
す
る
。）の
範
囲
内
で
、

各
事
業
年
度
に

お
け
る
、
当
該
事
業
年
度
中
の
特
定
資
産
た
る
不
動
産

の
減
価
償
却
額
、
特
定
資
産
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
簿
価
か
ら
当
該
事
業
年
度
中
に
期
限
前
償
還
す
べ

き
特
定
社
債
の
額
及
び
期
限
前
弁
済
す
べ
き
特
定
目
的

借
入
金
の
額
を
控
除
し
た
額
、

確
定
申
告
に
よ
り
還

付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
消
費
税
等
の
額
、
及
び

そ
の
他
本
特
定
目
的
会
社
が
利
用
可
能
な
余
剰
現
金
の

合
計
額
を
上
限
と
す
る
五
万
円
の
整
数
倍
で
取
締
役
が

相
当
と
判
断
し
て
決
定
す
る
こ
と
。

三
、
各
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
を
す
る
時
期

現
金
余
裕
金
が
生
じ
た
場
合
で
取
締
役
が
適
当
と
認

め
る
時
期
に
行
う
。

四
、
減
少
す
る
各
優
先
資
本
金
の
額

現
金
余
裕
金
の
計
算
を
行
い
取
締
役
の
判
断
し
た
金

十
二
億
円
。

五
、
各
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
優

先
出
資
の
種
類
及
び
口
数

当
社
は
Ａ
号
優
先
出
資
と
Ｂ
号
優
先
出
資
の
二
種
類

の
優
先
出
資
を
発
行
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
優
先
出
資

も
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
対
象

と
な
る
。

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
優
先

出
資
の
口
数
は
Ａ
号
優
先
出
資
二
万
四
〇
〇
〇
口
で
あ

る
。

六
、
各
優
先
出
資
の
消
却
の
方
法

任
意
買
入
消
却
と
す
る
。
即
ち
、
取
締
役
が
決
定
す

る
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
額
を
、
買
入
れ
を
希
望
す

る
優
先
出
資
社
員
の
中
か
ら
優
先
出
資
一
口
に
つ
き
金

五
万
円
で
任
意
買
入
消
却
す
る
。
但
し
、
希
望
者
多
数

の
場
合
に
は
、
Ａ
号
優
先
出
資
の
消
却
が
優
先
す
る
も

の
と
し
、
Ｂ
号
優
先
出
資
は
Ａ
号
優
先
出
資
の
全
部
が

消
却
さ
れ
る
ま
で
は
、
消
却
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
Ａ
号
優
先
出
資
社
員
の
間
又
は
Ｂ
号
優
先
出
資

社
員
の
間
で
は
、
出
資
比
率
に
応
じ
て
決
定
す
る
。

七
、
各
優
先
出
資
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
に
要
す
る

金
額金

十
二
億
円

八
、
各
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
の
対
象
と
な
る
優
先
出

資
の
種
類

当
社
は
Ａ
号
優
先
出
資
と
Ｂ
号
優
先
出
資
の
二
種
類

の
優
先
出
資
を
発
行
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
優
先
出
資

も
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
に
お
い
て
消
却
す
る
対
象

と
な
る
。

令
和
八
年
一
月
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｄ
Ｈ
牧
志
特
定
目
的
会
社

取
締
役

海
田

雅
人




		2026-04-03T12:00:09+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



